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1 次の行列式を求めなさい．

(1)

∣∣∣∣∣
−3 1

5 2

∣∣∣∣∣
= −11 【1点】

(2)

∣∣∣∣∣∣∣

1 −3 5

−1 3 6

4 7 8

∣∣∣∣∣∣∣

=

∣∣∣∣∣∣∣

1 −3 5

0 0 11

4 7 8

∣∣∣∣∣∣∣
= −11 ·

∣∣∣∣∣
1 −3

4 7

∣∣∣∣∣

=− 11× (7− (−12)) = −11× 19 = −209 【1点】

(3)

∣∣∣∣∣∣∣∣∣∣

1 3 4 −1

0 2 1 0

−1 2 6 1

2 1 12 1

∣∣∣∣∣∣∣∣∣∣

=

∣∣∣∣∣∣∣∣∣∣

0 3 4 −1

0 2 1 0

0 2 6 1

3 1 12 1

∣∣∣∣∣∣∣∣∣∣

= −3

∣∣∣∣∣∣∣

3 4 −1

2 1 0

2 6 1

∣∣∣∣∣∣∣

=− 3

∣∣∣∣∣∣∣

3 4 −1

2 1 0

5 10 0

∣∣∣∣∣∣∣
= −3× (−1)

∣∣∣∣∣
2 1

5 10

∣∣∣∣∣

=3× 5

∣∣∣∣∣
2 1

1 2

∣∣∣∣∣ = 15× (4− 1) = 45 【1点】

2 行列 A =

⎛

⎜⎝
−1 1 1

1 1 1

2 0 1

⎞

⎟⎠ について，次の問に答えな

さい．

(1) Aの行列式 |A|を求めなさい．

∣∣∣∣∣∣∣

−1 1 1

1 1 1

2 0 1

∣∣∣∣∣∣∣
=

∣∣∣∣∣∣∣

−1 1 1

2 0 0

2 0 1

∣∣∣∣∣∣∣
= −2

∣∣∣∣∣
1 1

0 1

∣∣∣∣∣ = −2 【1点】

(2) Aの余因子行列 Ãを求めなさい．

Ã =

⎛

⎜⎝
1 −1 0

1 −3 2

−2 2 −2

⎞

⎟⎠ 【2点】

(3) (1)(2)を利用して Aの逆行列 A−1 を求めなさい．

A−1 =
1

|A| Ã =

⎛

⎜⎝
− 1

2
1
2 0

− 1
2

3
2 −1

1 −1 1

⎞

⎟⎠ 【1点】



 

3 行列 A =

(
2 −3

2 1

)
が表す 1次変換を f とする．こ

のとき，次の問に答えなさい．

(1) 点 P(3, 2)の f による像を求めなさい．

f(P ) =

(
2 −3

2 1

)(
3

2

)
=

(
0

8

)
【1点】

(2) f(Q) = (3, 2)となる点 Qを求めなさい．

求めるものは A

(
q1

q2

)
=

(
3

2

)
を満たす (q1, q2) である．

A の逆行列は 1

8

(
1 3

−2 2

)
であるから，

(
q1

q2

)
=A−1

(
3

2

)
=

1

8

(
1 3

−2 2

)(
3

2

)

=
1

8

(
9

−2

)
=

(
9
8

−1
4

)
【1点】

4 1次変換 f によって，点 (1, 4) は点 (−2,−1)に移り，点
(5, 8)は点 (2, 3) に移る．このとき，f の行列を求めな
さい．

求めるものは

A

(
1

4

)
=

(
2

−1

)

A

(
5

8

)
=

(
2

3

)

を満たす行列 Aである．上の 2つの式は

A

(
1 5

4 8

)
=

(
2 2

−1 3

)

と同値である．
(

1 5

4 8

)−1

= − 1

12

(
8 −5

−4 1

)
である

から，

A =

(
−2 2

−1 3

)(
1 5

4 8

)−1

=− 1

12

(
−2 2

−1 3

)(
8 −5

−4 1

)

=− 1

12

(
−24 12

−20 8

)

=

(
2 −1
5
3

−2
3

)
【1点】

5 平面内の直線 y = 2x − 4 を原点のまわりに −45◦ 回転
して得られる直線の方程式を求めなさい．

−45◦ 回転の行列は
(

cos(−45◦) − sin(−45◦)

sin(−45◦) cos(−45◦)

)
=

1√
2

(
1 1

−1 1

)
【1点】

である．直線 y = 2x − 4上の点は (t, 2t − 4) と表されるの
で，この点を上の行列で変換すると，
(

X

Y

)
=

1√
2

(
1 1

−1 1

)(
t

2t− 4

)
=

1√
2

(
3t− 4

t− 4

)

つまり，

X =
1√
2
(3t− 4)

Y =
1√
2
(t− 4)

である．この 2式から，t を消去すると，X − 3Y = 4
√
2 を

得る．つまり，直線 y = 2x − 4は −45◦ 回転すると，直線
x − 3y = 4

√
2に移る【2点】．


